
第42回日本精神科看護専門学術集会(全国大会)  

実践報告・業務改善報告応募要項 

 

看護研究論文の形式にとらわれず、臨床での様々な取り組みを発表する場として、「研究報告」「実践

報告」「業務改善報告」を募集します。この発表では、臨床で取り組んだ看護実践や業務改善を自由なス

タイルで発表していただき、それを各施設に持ち帰って活用していただくことを目的としています。 

第42回日本精神科看護学術集会（全国大会）で募集する実践報告や業務改善報告のテーマは特に限

定しておりません。応募締め切り期日までに要項に沿ってお申し込みのうえ、抄録を送信してください。 

 

「募集期間」 平成2８年12月1日（木）～平成29年１月3１日（火） 

 

「応募方法」上記期間内に、Web上の応募専用ページよりお申し込みください。 

抄録は応募専用ページより添付、送信してください。 

応募専用ページは、学術集会HP【http://jpna-gakujutsu.jp/】で案内しています。 

 

「発表までの流れ」 

応募締め切り後   協会教育認定委員会においての選考 

 

  選考結果通知（３月下旬頃） 

 

当日      第42回日本精神科看護学術集会での発表 

 

「倫理的配慮」 

・倫理的配慮として、発表に関して対象者の了解を得てください。その旨を本文に記載してください。 

※論文投稿要項（2016年版論文投稿要項）参照  

http://www.jpna.jp/education/nursing-academy.html 

  

「プログラム集への掲載」 

・発表タイトル、支部名、所属名、発表者氏名を掲載します。 

 

「学術集会誌への掲載」 

・掲載を希望される方は論文形式にまとめ、日本精神科看護学術集会誌に投稿できます。 

詳細は平成2９年９月以降に学術集会HPでお知らせをします。 

 

「発表方法」 

・看護研究論文口頭発表（発表時間６分予定）、示説発表（発表時間３分）に準じる。 

・利益相反：企業等より研究費や製品等の供与を受けている場合、その旨を発表時に開示していただ 

きます。開示方法につきましては、発表方法のご案内でお知らせします。 

http://jpna-gakujutsu.jp/zenkoku/


 

 

研究報告・実践報告・業務改善報告 

抄録提出様式 
 

・発表タイトル、支部名、所属名、発表者氏名を記載すること。 

・以下の内容について抄録を作成する。 

 

  【研究報告の場合】    【実践報告の場合】   【業務改善報告の場合】 

   １．目的          １．目的        １．目的 

   ２．研究内容        ２．実践内容      ２．改善内容 

        *倫理的配慮               *倫理的配慮            *倫理的配慮 

   ３．結果          ３．結果        ３．結果 

   ４．考察          ４．考察        ４．考察 

   ５．今後の課題等      ５．今後の課題等    ５．今後の課題等 

※Web 上の応募専用ページより申し込み送信する。 
   

 

  

 

＜抄録レイアウト＞ 応募専用ページよりそのまま打ち込みできます。 

Ⅰ．ページ設定 

１．用紙サイズ A4 1 枚（1600字程度） 

２．余白 上：25mm 下：25mm 左：20mm 右：20mm とじしろ：0mm 

ヘッダー：10mm フッター：15mm 

Ⅱ．フォント 

１．日本語用のフォント、英数字用のフォントともに MS明朝 

２．スタイル 標準 

３．サイズ、レイアウト見本注釈参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発表タイトル 

サブタイトル 

支部名 所属施設 

〇日精看 学 品川花子 

 

１． 目的 

 

２． 実践内容・改善内容 

 ※倫理的配慮として、発表に関して対象者の了解を得た旨を 

  記載してください。 

３． 結果 

 

４． 考察 

 

５． 今後の課題 

 

 

 

  

 

＜タイトル＞ 

サイズ：17pt  配置：中央揃え 

＜サブタイトル＞ 

サイズ：10.5pt 配置：中央揃え 

 

＜支部名・施設名＞ 

サイズ：10.5ポイント 配置：右揃え 

注意点：支部名は都道府県のみ記載。 

支部名と施設名は間を１文字空けてください。 

左右

20mm 

上下

25mm 

＜発表者名＞ 

サイズ：14pt 配置：右揃え 

発表者には〇印をつけてください。 
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